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■　　　　海外講師による特別講座
■『動きの探索　レベル1』　2019年10月26日(土)～29日(火)　＊この講座はどなたでも受講できます。
　　会　場：レベル1　TKP九段下神保町ビジネスセンター　東京都千代田区神田神保町3-4 柳川ビル5F　（九段下駅より徒歩1分）
　　講　師：キャロル・アン・エリックソン
■『動きの探索　レベル3』　2019年11月1日(金)～4日(月)　＊インデプス及び動きの探索レベル1を受講済みの方が対象です。
　　会　場：レベル3　麹町　厚生会館　5階　青竹の間
　　講　師：キャロル・アン・エリックソン
　　受講料：レベル1・レベル3各講座　会員￥120,000＋税　一般￥125,000＋税　＊10月1日からは10%の税金となります。
　　

協会主催

■　　　　B.G.T.P ブレインジムインストラクター養成講座協会主催

■日　　程：2020年2月1日（土）～2月5日（水）　＊この講座は宿泊講座です。（初日は午後より開始予定） となります。
■会　　場：湘南国際村センター　神奈川県三浦郡葉山町上山口1560-39
■受講条件：BGTP受講前にブレインジムとインデプスのケーススタディの提出と面談を事前に受けること。
　＊面談後に何らかの理由でBGTPの受講を取りやめる場合は、ブレインジム及びインデプスの面談費用、1種類につき
　　各￥35,000＋税 をお支払いただきます。　この場合いただいた面談費用は、次年度に繰越すことができます。
　　（他団体主催のBGTPには該当しません）。
■費　　用：￥295,000＋税　＊協会会員は￥290,000＋税（5,000円割引）となります。＊10月1日からは10%の税金となります。
　＊この講座は合宿形式で行われます。＊全食、食事付き
　※申込金1万円のお支払いをもって、お席の確保とさせていただきます。
■申し込み：10月18日から
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●＜えでゅとく＞は、知ってるとちょっとお得な豆知識コーナーです

グルテンフリーという言葉、すっかり
定着しましたね。

米国でのグルテンフリー食品の市場は2兆円以上だそう
で、すでに大きなマーケットになっています。「グルテン＝
健康を害する」というイメージも大きく影響しているので
しょう。
その一方で、「グルテン摂取量が最も多い群は、グルテン
摂取量が最も低い群に比べ、冠動脈疾患発症のリスクを
15%下げる」という報告や「グルテンフリー実践後は有用
な腸内細菌が減り、免疫機能が下がり、大腸菌などの有害
な腸内細菌の異常増殖が起こっている」といった報告も
あります。しかし、これらの検討は全粒粉を用いた小麦製品
摂取の検討の結果で、グルテンと言うよりは全粒粉に含まれ
ている食物繊維の有益性を示しているのかもしれません。

腸の中での話ですが、不健全な微生物集団は腸壁の上皮
細胞を結合させる鎖を緩める方向に働きます。緩んだ腸壁
にはすき間ができて、本来なら血液に入ってはいけない物
質を通過させてしまい、その過程で免疫系が刺激され炎症
が起こると考えられています。

 天田 武志　(神奈川）

そして腸壁の細胞を結合させているタンパク質の発現量
は、腸内の微生物によってきめられています。
正確には、微生物が食物繊維などの難消化性の炭水化物
を代謝した時に産生される、酢酸やプロピオン酸、酪酸など
短鎖脂肪酸の作用によります。
マウスを使った動物実験でも小麦を制限された群は短鎖
脂肪酸の濃度が低下し、血中リポ多糖類（炎症を引き起こ
すとされている物質）や炎症マーカーの濃度が上昇するこ
とが報告されています。
また、食物繊維好きの微生物が大腸をホームグラウンドに
していること、その微生物の待機場所として虫垂が存在す
ることは、ヒトが小麦のような穀物と植物を中心に食べる生
物であることを示しています（肉食動物の虫垂はかなり小
さいか、退化している）。
腸内細菌のバランス次第で
小麦と縁を切らなくても
済むかもしれませんね。
【参考文献】あなたの体は９割が細菌 
　　　　　微生物の生態系が崩れはじめた
　　　　　（アランナ・コリン著；2016年）

小麦と微生物の微妙な関係
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8月3日（土）に、東京麹町の厚生会
館にてブレインジムデイが実施さ
れました。
「ブレインジムはそれぞれの現場で
どんなふうに役立っているの？」と
いう大テーマのもと、各年の主旨に
あわせて、インストラクター達が
「シンポジウム」と「ポスター発表」
を行っています。「発表と情報収集
ができる」場とは、ちょっとした学会
のようで面白そう！ です。私は、一昨
年は参加者として、去年はポスター
発表者として、今年はシンポジスト
として参加させていただいています。
今年度のお題は、『私はブレインジ
ムを自分と他の人のためにこう使っ
ています』でした。
どのポスターも、「なるほど！」「そんな
使い方ができるのか！」という内容
ばかりで、今年も発表者の方々から
有益なヒントを多数いただきました。
ミニ体験会では、神田誠一郎先生
による実習と、関西ステキ女子3名
(BGカンパニーアイビー）によるアク
ティビティの体験が行われました。

一年に一度のブレインジム・イベント　6回目の開催となりました。　

神田先生との実習では、体験的な
学びと、子どもたちへの深い愛を、
アイビーさんからは、素晴らしい実
績報告と、本物さながらの楽しい体
験会の実演をしていただきました。
午後はシンポジウムでした。
「心理臨床心理の現場から」という
五十嵐育代先生のお話は、ブレイ
ンジムの五原則についての再確認
と、インストラクター自身のバラン
スがとれていることの重要性などに
ついてでした。足立一先生からは、
障害のある受刑者との1年に渡る
ブレインジムを行った際の実践報
告が、嵯峨慈子さんからは、勝敗に
シビアなスポーツ選手たちへの実
践例の紹介がされました。お三方の
お話は、「クライアントを尊重してい
る」という姿勢が共通していると感
じました。インストラクターはガイド
役であり、クライアントの持って
いる知性を引き出し、焦点をあわ
せて、能動的に学習してもらうため
の先導者であることを再確認でき
ました。

私は、「心からの湧き上がる欲求
が、効果的なバランス調整や、真の
学習には大事だ」という話をしまし
た。緊張しすぎで表現者としては
トホホな結果でしたが、「ブレイン
ジムへの理解は、自身の体験を通
じて深まっていくこと」と「心から
楽しむことや、遊びが真の学びの扉
を開いていく」ということはお伝え
できたと思います。
今年のブレインジムデイも、とても
楽しかったです。
過去の知識と新しい知識、知識と
経験がつながり、志がつながり
あい、人と人がつながったり……。
いろいろなものと相互につながり
あい影響しあっていることを感じた
1日でした。
ブレインジムデイ、めっちゃ楽しい
です。
来年は、ぜひ、ご一緒しましょう！

『BGでつながるもの』　
土橋　秀子　（埼玉）

ブレインジムデイ


